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今
昔
物
語
集
の
「
侘
」
「
佗
」
―
意
義
範
疇
の
変
容
に
つ
い
て
―
　
あ
る
一
語
を
あ
る
一
作
品
の
内
部
で
と
ら
え
た
場
合
、
そ
の
語
の
表
現
属
性
は
お
お
む
ね
単
一
な
形
で
は
規
定
し
得
ず
、
中
核
と
な
る
一
属
性
の
周
囲
に
ひ
ろ
が
り
を
持
つ
概
念
範
躊
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
一
語
の
意
義
の
共
時
態
様
相
は
あ
る
一
概
念
を
形
成
す
る
様
々
な
要
素
の
混
成
態
と
い
え
よ
う
。
形
態
的
な
面
か
ら
み
て
も
中
心
的
な
語
形
の
ま
わ
り
に
分
出
す
る
様
々
な
派
生
語
・
複
合
語
な
ど
を
含
み
こ
ん
だ
一
連
の
語
群
と
い
う
形
で
、
あ
る
概
念
範
疇
を
支
え
て
い
る
。
そ
れ
を
い
ま
語
の
意
義
範
疇
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
　
今
昔
物
語
集
と
い
う
一
作
品
の
中
で
「
儒
」
　
「
佗
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
意
義
範
躊
を
検
討
し
、
更
に
そ
れ
が
い
か
に
変
容
し
て
い
く
も
の
か
を
通
時
的
観
点
を
導
入
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
剛
、
　
「
健
」
　
「
佗
」
の
訓
み
　
今
昔
物
語
集
全
三
一
巻
の
中
に
固
有
名
詞
な
ど
を
除
き
「
舵
」
計
六
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
例
、
同
訓
字
と
考
え
ら
れ
る
「
佗
」
計
一
〇
例
を
見
出
す
。
従
来
と
も
ど
も
ワ
ブ
・
ワ
ビ
シ
と
訓
じ
ら
れ
異
論
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
本
論
も
通
訓
に
従
う
が
、
ま
ず
そ
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
　
古
字
書
の
類
を
検
す
る
に
ま
ず
「
佗
」
は
「
類
聚
名
義
抄
」
以
下
に
次
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
。
　
（
傍
線
筆
者
）
山
口
康
子
留
意
思
量
誕
遂
歩
一
フ
（
子
息
院
本
類
聚
名
義
抄
佛
上
二
二
①
）
△
俺
ワ
ヒ
シ
男
殺
僚
驚
動
停
己
上
馬
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
　
上
八
七
オ
⑦
）
△
俺
ワ
ヒ
シ
慨
傑
忍
野
停
　
己
上
記
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
　
二
七
〇
オ
⑤
）
△
堤
ワ
フ
醍
俺
傑
　
己
上
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
　
上
八
七
②
）
△
堤
ワ
フ
客
寄
傑
　
己
上
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
　
上
六
九
⑧
）
　
次
に
「
佗
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
鹸
麺
類
灘
庁
鞍
上
同
（
露
華
二
三
蝦
鱒
付
）
　
成
立
の
新
し
い
伊
呂
波
字
類
抄
に
「
佗
」
字
が
出
る
こ
と
、
色
葉
字
類
抄
の
「
舵
」
字
に
該
当
す
る
部
分
に
「
佗
」
字
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
「
陀
」
　
「
佗
」
は
本
来
別
字
の
如
く
で
あ
る
が
、
字
形
の
類
似
、
音
の
類
似
（
い
ず
れ
も
和
音
で
は
タ
に
な
る
）
か
ら
混
同
・
誤
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ワ
ブ
・
ワ
ビ
シ
の
意
義
は
「
能
し
の
も
つ
「
志
を
失
ふ
さ
ま
」
が
近
い
。
ワ
ブ
・
ワ
ビ
シ
と
訓
じ
得
る
の
は
「
倥
」
字
で
あ
り
「
佗
」
は
誤
用
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
今
昔
物
語
集
の
中
に
計
一
〇
例
を
み
た
誤
用
の
「
佗
」
の
集
中
で
の
あ
ら
わ
れ
方
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
の
「
陀
」
　
「
佗
」
　
（
山
ロ
）
長
崎
大
学
教
育
学
部
入
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
巻
－
語
＝
一
3
一
九
1
5
一
九
一
9
二
〇
1
3
二
〇
i
6
二
〇
一
2
5
二
〇
一
3
4
二
八
i
5
二
八
一
7
ご
＝
一
2
1
用
例
佗
ム
身
程
鐸
熱
雲
佗
テ
佗
シ
キ
事
事
申
ス
ニ
　
四
佗
テ
　
　
　
」
佗
テ
底
本
　
　
　
（
系
統
）
東
大
本
甲
（
流
布
本
系
統
を
配
す
）
東
大
本
甲
（
古
本
系
統
）
実
践
女
子
大
本
（
古
本
系
統
）
　
但
し
、
流
布
本
的
な
形
態
が
随
所
に
混
入
　
し
は
じ
め
て
い
て
、
用
字
の
上
に
最
も
顕
　
著
に
反
映
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
　
　
（
大
系
本
三
、
一
四
一
ぺ
注
に
よ
る
）
内
閣
文
庫
本
A
（
流
布
本
系
統
）
内
閣
文
庫
本
A
（
流
布
本
系
統
）
　
東
大
本
甲
と
称
さ
れ
る
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
鈴
鹿
本
に
つ
ぐ
善
本
と
み
な
さ
れ
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
お
い
て
も
鈴
鹿
本
の
存
せ
ぬ
巻
の
底
本
に
採
ら
れ
て
い
る
が
、
大
系
本
解
説
に
よ
れ
ば
あ
る
種
の
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
巻
に
よ
っ
て
は
流
布
本
を
以
て
配
し
て
あ
る
と
い
う
。
又
、
実
践
女
子
大
本
（
黒
川
春
樹
旧
蔵
本
）
も
古
本
系
統
で
は
あ
る
が
流
布
本
的
な
形
態
が
随
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
混
入
し
特
に
用
字
上
に
顕
著
に
反
映
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
　
「
佗
」
字
は
鈴
鹿
本
に
は
み
え
な
い
。
又
古
本
系
統
の
本
文
に
あ
ら
わ
れ
に
く
く
、
流
布
本
系
統
も
し
く
は
流
布
本
的
形
態
の
混
入
の
み
ら
れ
る
本
文
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
に
よ
り
多
く
出
現
す
る
。
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
「
佗
」
の
正
用
字
の
方
が
主
流
で
あ
り
誤
用
字
「
佗
」
は
流
布
本
系
統
を
中
心
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
う
。
ワ
ブ
・
ワ
ビ
シ
に
早
く
結
び
つ
い
た
文
字
は
語
義
自
体
に
「
失
志
貌
也
」
の
意
を
持
つ
「
俺
」
な
の
で
あ
る
。
　
以
上
に
よ
り
今
昔
物
語
集
の
「
俺
」
に
「
佗
」
も
含
め
て
ワ
ブ
・
ワ
ビ
シ
系
の
訓
を
与
え
、
集
中
計
五
例
の
大
字
仮
名
書
例
（
い
ず
れ
も
和
歌
用
例
）
と
あ
わ
せ
て
全
八
一
例
を
ワ
ビ
系
語
彙
と
称
し
、
本
稿
の
考
察
の
直
接
の
対
二
象
と
す
る
。
　
と
こ
ろ
で
こ
の
「
佗
」
（
以
下
「
佗
」
計
一
〇
例
を
も
含
み
こ
ん
で
「
俺
」
と
示
す
）
に
関
し
、
更
に
送
り
仮
名
表
記
の
問
題
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
｝
体
に
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
送
り
仮
名
表
記
は
必
ず
し
も
】
貫
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
は
何
が
し
か
の
表
記
基
準
と
い
う
も
の
は
あ
ろ
・
つ
Q
　
　
「
佗
」
に
付
さ
れ
て
い
る
送
り
仮
名
は
そ
の
す
べ
て
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
〈
動
詞
ワ
ブ
の
場
合
〉
（
）
内
は
巻
数
i
話
数
、
以
下
も
こ
れ
に
従
う
。
・
連
用
形
－
佗
ビ
テ
（
四
1
2
4
、
一
〇
一
3
3
）
思
ヒ
佗
ピ
ケ
ル
ニ
ヤ
（
一
六
一
6
）
・
終
止
形
－
恋
ヒ
佗
ブ
ト
（
一
九
i
5
）
・
連
体
形
－
舵
ル
事
（
二
三
一
1
9
）
　
動
詞
用
法
の
「
俺
」
計
三
八
例
中
、
活
用
語
尾
部
分
が
送
ら
れ
て
い
る
の
は
右
計
五
例
の
み
で
あ
る
。
連
体
形
用
例
は
い
わ
ゆ
る
靡
の
ル
し
か
表
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
字
仮
名
書
の
和
歌
用
例
「
世
ヲ
ワ
ブ
ル
ナ
ミ
ダ
」
　
（
三
〇
一
－
）
と
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
ワ
ブ
ル
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
動
詞
用
例
計
四
〇
例
（
大
字
仮
名
書
二
例
を
含
む
）
中
、
連
用
形
以
外
の
活
用
形
は
、
右
の
終
止
形
一
例
、
連
体
形
二
例
の
他
は
未
然
形
と
考
え
ら
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
「
佗
ム
事
」
一
例
を
み
る
だ
け
で
あ
る
。
動
詞
ワ
ブ
は
す
ぐ
れ
て
連
用
形
に
偏
っ
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
際
活
用
語
尾
を
送
ら
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
強
い
統
一
性
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
「
佗
」
は
単
独
動
詞
の
場
合
も
複
合
動
詞
を
構
成
す
る
場
合
も
連
用
形
ワ
ビ
の
形
で
文
字
と
の
密
着
度
が
強
い
と
考
え
る
。
〈
形
容
詞
ワ
ビ
シ
の
場
合
〉
　
形
容
詞
用
法
と
思
わ
れ
る
「
儒
」
は
原
則
的
に
シ
か
ら
送
り
仮
名
が
み
ら
れ
る
。
計
三
四
例
の
う
ち
大
字
仮
名
書
の
連
体
形
計
三
例
の
ワ
ビ
シ
キ
（
二
四
一
4
3
・
二
七
1
2
5
・
一
一
＝
1
2
8
）
を
除
く
計
三
一
例
の
「
儒
」
に
お
い
て
、
シ
を
送
ら
な
い
例
外
は
次
の
三
例
の
み
で
あ
る
。
・
連
用
形
i
佗
カ
リ
（
二
〇
一
7
）
。
連
体
形
！
佗
キ
（
一
五
1
2
8
）
・
己
然
形
i
佗
ケ
レ
ド
モ
（
一
〇
一
3
3
）
　
又
、
計
三
例
の
「
舵
シ
氣
ナ
ル
音
」
　
（
二
五
一
1
1
・
二
七
1
5
．
二
八
1
1
1
）
も
い
ず
れ
も
シ
を
送
る
。
又
、
ビ
か
ら
送
る
捨
て
仮
名
例
は
、
　
「
佗
ビ
音
」
（
二
三
1
1
9
）
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
俺
」
字
の
訓
は
ワ
ビ
の
形
で
安
定
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
以
上
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
「
佗
」
字
の
訓
は
動
詞
用
例
に
お
い
て
も
形
容
詞
用
例
に
お
い
て
も
ワ
ビ
の
形
で
安
定
し
揺
が
な
い
と
い
え
る
。
二
、
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
疇
1
、
意
義
素
の
抽
出
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
ワ
ビ
系
語
彙
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
動
詞
形
容
詞
形
容
動
詞
複
合
名
詞
ワ
ブ
ワ
ビ
シ
ワ
ビ
シ
ゲ
ナ
リ
ワ
ビ
ビ
ト
ワ
ビ
ゴ
エ
　
以
下
こ
の
計
八
一
例
を
対
象
に
一
括
し
て
そ
の
意
義
範
疇
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
動
詞
形
と
形
容
詞
形
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
い
え
ば
同
列
に
扱
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
今
昔
物
語
集
の
場
合
ワ
ビ
系
語
彙
に
関
し
て
は
一
括
し
て
そ
の
意
義
範
疇
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
も
あ
り
有
効
で
も
あ
る
。
一
話
中
に
ワ
ビ
系
語
彙
を
三
例
も
つ
話
が
集
中
五
話
見
出
せ
る
。
今
昔
物
語
集
の
「
陀
」
　
「
佗
」
　
（
山
口
）
　
一
七
i
4
4
　
一
九
一
4
3
二
三
1
1
9
二
八
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3
9
三
〇
i
1
ワ
ブ
ー
ワ
ブ
2
ワ
ブ
ー
ワ
ブ
2
ワ
ビ
シ
2
ワ
ビ
シ
3
ワ
ビ
シ
2
ワ
ビ
シ
ー
ワ
ビ
ゴ
エ
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例
え
ば
巻
一
七
第
四
四
語
、
　
「
僧
依
砒
沙
門
助
令
産
金
得
記
章
」
に
お
い
て
は
、
童
と
偽
っ
て
同
居
し
て
い
た
女
が
懐
妊
し
た
時
処
置
に
窮
し
た
僧
が
「
極
メ
テ
舵
シ
キ
事
カ
ナ
」
　
（
6
9
ぺ
⑥
5
）
と
嘆
き
ユ
倒
刀
騒
グ
」
　
（
珊
ぺ
⑨
）
の
で
あ
る
。
全
く
同
一
の
状
態
を
ワ
ブ
と
い
い
ワ
ビ
シ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
そ
の
概
念
に
ず
れ
は
な
い
。
　
又
動
詞
用
例
の
う
ち
複
合
動
詞
を
作
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
ワ
ブ
は
第
一
項
に
も
第
二
項
に
も
立
つ
。
　
被
責
レ
佗
ブ
2
　
被
切
レ
俺
ブ
ー
　
令
陀
ム
　
　
一
　
助
動
詞
の
接
し
た
形
も
、
　
　
　
　
フ
　
う
で
あ
る
し
一
応
示
し
た
。
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
同
様
に
考
え
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
思
ヒ
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思
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｛欝
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1
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1
（
三
〇
一
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2
（
二
四
1
3
5
・
二
四
1
3
5
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（
二
四
一
5
6
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二
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一
4
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1
（
二
八
一
5
）
1
（
二
三
1
2
6
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（
三
〇
1
9
・
三
一
i
2
4
）
　
（
四
1
2
4
）
　
（
二
四
1
2
3
）
　
　
　
　
　
ワ
ビ
シ
ム
を
一
語
の
動
詞
と
み
る
説
も
あ
る
よ
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
複
合
形
の
場
合
も
ワ
ブ
の
意
義
範
疇
を
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
た
。
　
「
佗
ビ
音
」
　
（
二
三
1
1
9
）
、
　
「
白
人
」
　
（
二
三
一
2
0
・
二
八
一
1
5
・
二
八
一
1
5
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
　
以
下
ワ
ビ
系
語
彙
と
し
て
全
八
一
例
を
一
括
し
、
そ
の
意
義
範
疇
、
概
念
要
素
の
重
な
り
合
い
方
を
検
討
し
、
ワ
ビ
系
語
彙
の
持
つ
中
核
的
属
性
を
抽
出
し
て
み
た
い
。
ワ
ビ
系
語
彙
は
前
項
で
み
た
と
お
り
、
語
基
的
に
は
ワ
ビ
。
ワ
ビ
シ
の
形
を
持
ち
そ
れ
が
派
生
。
展
開
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
　
ワ
ビ
・
ワ
ビ
シ
を
根
幹
と
す
る
ワ
ビ
系
語
彙
は
総
体
と
し
て
一
つ
の
意
義
範
疇
を
形
づ
く
る
。
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
属
性
は
い
く
つ
か
の
目
立
つ
要
素
と
し
て
拾
い
出
せ
る
。
お
互
い
に
重
な
り
合
っ
て
一
つ
の
意
義
範
疇
を
構
成
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
属
性
を
抽
出
す
る
と
い
う
観
点
で
各
用
例
を
検
討
・
整
理
し
た
結
果
、
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
素
（
意
義
範
疇
を
構
成
し
て
い
る
属
性
を
個
別
に
抽
出
し
た
も
の
）
は
お
お
む
ね
次
の
如
く
で
あ
る
。
意
義
素
抽
出
の
方
法
は
個
々
の
用
例
の
使
用
場
面
・
状
況
。
表
現
主
体
の
心
情
な
ど
場
に
お
け
る
語
の
表
情
と
で
も
い
え
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
表
現
に
即
し
て
理
解
し
、
各
事
例
の
中
核
的
意
義
素
を
見
出
す
と
い
う
方
法
に
従
っ
た
。
そ
の
結
果
、
目
立
つ
も
の
と
し
て
次
の
四
意
義
素
を
抽
出
し
た
。
A
、
苦
痛
－
苦
し
い
・
つ
ら
い
・
堪
え
が
た
い
B
、
困
惑
－
困
る
・
途
方
に
く
れ
る
C
、
寂
蓼
i
や
る
せ
な
い
・
さ
び
し
い
・
せ
つ
な
い
D
、
貧
窮
一
貧
し
い
　
勿
論
ワ
ビ
・
ワ
ビ
シ
は
そ
の
一
語
形
で
一
つ
の
小
宇
宙
を
形
づ
く
る
。
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
要
素
で
あ
る
か
ら
各
要
素
は
お
互
い
に
重
な
り
あ
い
、
関
わ
り
あ
い
、
繋
が
り
あ
っ
て
い
て
、
個
々
の
事
例
は
い
ず
れ
の
要
素
を
も
内
包
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
、
場
面
・
状
況
・
心
情
に
よ
っ
て
ど
の
要
素
か
が
強
く
表
面
に
浮
上
し
て
い
る
場
合
が
み
ら
れ
る
の
で
、
右
の
A
～
D
の
意
義
素
は
そ
れ
を
抽
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
以
下
各
意
義
素
の
内
容
四
を
用
例
に
よ
っ
て
み
て
ゆ
く
。
引
用
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
従
い
、
巻
数
・
話
数
・
ペ
ー
ジ
数
・
行
数
を
、
例
え
ば
（
三
〇
1
7
、
鋤
ぺ
④
）
の
如
く
略
記
し
て
示
す
。
但
し
、
宣
命
書
き
は
印
刷
の
都
合
上
行
な
わ
な
い
。A
、
苦
痛
ω
　
「
此
引
出
ヨ
、
見
ム
」
ト
云
テ
、
雑
色
共
寄
テ
引
ク
程
二
、
表
モ
引
破
テ
綾
ジ
ケ
　
レ
バ
、
大
学
ノ
下
直
テ
、
頭
ヲ
掻
捜
ル
ニ
、
冠
モ
元
ケ
レ
バ
、
　
「
此
ク
雑
色
共
ノ
取
　
ツ
ル
也
ケ
リ
」
ト
思
テ
「
其
ノ
冠
ヲ
バ
何
ニ
シ
ニ
取
ツ
ル
ゾ
。
其
レ
得
サ
セ
ヨ
、
≧
　
サ
セ
ヨ
」
ト
云
テ
走
テ
追
ケ
ル
程
二
、
近
衛
ノ
大
路
二
但
二
倒
レ
ニ
ケ
リ
、
顔
ヲ
突
　
欠
テ
血
出
ニ
ケ
リ
。
　
（
二
八
1
4
1
、
伽
ぺ
⑯
）
＠
　
諸
ノ
龍
王
ヲ
捕
ヘ
テ
水
瓶
一
ツ
ニ
入
ツ
レ
バ
、
諸
ノ
龍
王
、
歎
キ
悲
ム
事
項
限
シ
。
　
カ
・
ル
狭
キ
物
騒
諸
ノ
龍
王
ノ
大
ナ
ル
ヲ
取
り
入
レ
タ
レ
バ
、
狭
ク
三
元
ク
テ
動
キ
　
モ
不
為
ヌ
ニ
極
テ
姥
シ
ケ
レ
ド
モ
、
聖
人
ノ
極
テ
貴
キ
威
力
二
三
テ
可
為
キ
方
略
　
の
。
　
（
五
1
4
、
4
9
ぺ
④
）
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
雑
色
共
に
引
出
さ
れ
い
い
よ
う
に
さ
れ
た
「
大
学
の
衆
」
は
つ
ら
く
堪
え
難
い
苦
痛
を
覚
え
、
あ
ま
っ
さ
え
冠
も
な
い
の
で
追
い
か
け
る
の
で
あ
る
。
又
聖
人
に
水
瓶
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
「
諸
の
龍
王
」
は
「
歎
き
悲
し
」
み
、
身
動
き
も
で
き
な
い
と
い
う
苦
し
い
つ
ら
い
立
場
に
追
い
こ
ま
れ
る
が
聖
人
の
法
力
が
強
く
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
陀
ビ
音
」
（
二
三
一
1
9
鵬
ぺ
②
）
「
　
托
シ
氣
ナ
ル
音
」
　
（
二
五
1
1
1
謝
ぺ
⑩
、
二
七
1
5
捌
ぺ
⑨
、
二
八
i
1
1
7
5
ぺ
⑩
）
の
い
ず
れ
も
窮
地
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
も
の
が
苦
痛
の
余
り
発
す
る
声
で
あ
る
。
こ
の
四
例
も
、
も
っ
と
も
強
い
意
義
素
は
苦
痛
と
考
え
る
。
　
と
こ
ろ
で
前
掲
用
例
に
も
看
取
で
き
た
よ
う
に
苦
痛
は
そ
の
裏
側
に
密
着
し
て
困
惑
を
持
つ
。
B
、
困
惑
㈲
一
人
ノ
僧
有
テ
手
ヲ
摺
テ
額
二
充
テ
礼
ミ
居
タ
ル
所
護
照
テ
、
男
「
此
ハ
何
事
二
　
依
テ
己
ヲ
見
テ
万
ノ
人
口
礼
ミ
給
ゾ
」
ト
、
横
ナ
ハ
レ
タ
ル
音
ヲ
以
テ
問
二
、
回
答
　
テ
云
ク
、
　
「
此
ノ
過
ヌ
ル
夜
、
人
ノ
夢
二
然
≧
見
ケ
ル
ニ
依
テ
也
」
ト
。
男
此
レ
ヲ
　
聞
テ
云
ク
、
　
「
己
ハ
此
ノ
一
両
日
が
前
茸
狩
ヲ
シ
テ
馬
ヨ
リ
落
テ
左
ノ
方
ノ
肱
ヲ
突
　
キ
折
タ
レ
バ
、
其
ヲ
茄
が
為
二
来
タ
ル
ヲ
、
此
ク
礼
ミ
合
給
コ
ソ
惰
シ
ト
思
ユ
レ
」
　
ナ
ド
云
テ
、
ト
カ
ク
行
ク
ヲ
、
万
ノ
人
後
二
立
テ
礼
ミ
哩
シ
ル
。
男
姥
テ
「
我
が
身
　
ハ
然
ハ
観
音
ニ
コ
ン
有
ナ
レ
、
同
ク
我
法
師
ト
成
ナ
ム
」
ト
云
テ
其
癖
二
弓
箭
ヲ
奔
　
テ
・
、
兵
杖
ヲ
投
テ
、
忽
二
黒
ヲ
切
テ
法
師
ト
成
ヌ
、
此
ノ
出
家
ス
ル
ヲ
見
テ
、
万
　
ノ
人
貴
ビ
悲
ム
事
元
限
シ
。
　
（
一
九
一
1
1
、
8
8
ぺ
⑮
）
ω
　
北
山
科
ト
云
フ
所
二
行
ヌ
。
見
レ
バ
、
山
ノ
片
副
二
山
庄
ノ
様
酢
造
タ
ル
所
有
　
リ
。
旧
ク
壊
レ
損
ジ
タ
ル
屋
有
リ
。
見
ル
ニ
、
人
住
タ
ル
氣
色
元
シ
。
　
「
此
ニ
テ
産
　
シ
テ
、
我
が
身
独
リ
ハ
出
ナ
ム
」
ト
思
テ
構
テ
垣
ノ
有
ケ
ル
ヲ
超
テ
入
ヌ
。
放
出
ノ
　
三
二
板
敷
所
≧
二
朽
残
ル
ニ
上
テ
、
突
居
テ
息
ム
程
二
、
奥
ノ
方
ヨ
リ
、
人
日
ル
音
　
ト
ス
。
　
「
穴
陀
シ
。
人
ノ
有
ケ
ル
所
ヲ
」
ト
思
フ
ニ
、
遣
戸
ノ
有
ル
ヲ
開
ク
ル
ヲ
見
　
レ
バ
、
老
タ
ル
女
ノ
白
髪
生
タ
ル
出
来
タ
リ
。
　
（
二
七
1
1
5
、
鰯
ぺ
⑰
）
　
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
ワ
ビ
・
ワ
ビ
シ
は
思
い
－
も
寄
ら
な
い
事
態
に
直
面
し
窮
地
に
お
ち
い
っ
た
も
の
が
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
な
り
困
り
果
て
て
い
る
表
現
と
み
て
よ
い
。
落
馬
の
傷
を
湯
治
に
来
て
群
衆
に
と
り
ま
か
れ
礼
拝
さ
れ
て
し
ま
う
男
の
困
惑
は
ま
こ
と
、
思
う
に
余
り
あ
る
。
又
人
目
を
は
ば
か
る
出
産
の
隠
れ
家
で
人
に
会
う
困
惑
も
又
容
易
に
想
像
で
き
る
。
前
項
で
あ
げ
た
巻
一
七
第
四
四
語
に
み
た
用
例
も
困
惑
の
意
義
素
が
強
く
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ワ
ビ
。
ワ
ビ
シ
に
は
「
処
置
に
窮
し
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
な
る
」
と
い
う
意
義
素
が
は
っ
き
り
と
み
え
て
い
る
。
C
、
劣
勝
至
大
キ
ナ
ル
河
有
リ
。
其
ヲ
角
田
河
ト
云
。
其
河
邊
犠
打
群
居
テ
、
思
遣
レ
バ
、
　
「
元
払
リ
遠
ク
来
ニ
ケ
ル
カ
ナ
」
ト
万
骨
ヘ
ル
ニ
、
渡
守
「
早
ク
船
二
乗
レ
、
日
暮
　
レ
ヌ
」
ト
云
ヘ
バ
、
乗
テ
渡
ラ
ム
ト
為
ル
程
二
、
皆
入
京
乱
民
フ
人
元
キ
ニ
シ
モ
非
　
デ
、
一
三
ケ
リ
。
　
（
二
四
1
3
5
、
謝
ぺ
⑤
⑥
）
今
・
昔
物
語
集
の
「
陀
」
　
「
佗
」
　
（
由
［
口
）
8
　
僧
足
早
二
公
心
テ
返
り
ケ
ル
ニ
：
：
：
年
十
六
七
歳
許
有
ル
童
ノ
形
チ
美
麗
ナ
ル
ガ
、
　
月
≧
シ
氣
ナ
ル
が
白
キ
衣
ヲ
四
度
解
元
氣
二
中
結
タ
ル
、
行
具
シ
タ
リ
。
…
…
童
　
「
我
ヲ
具
シ
テ
御
セ
」
ト
云
ヘ
バ
…
…
僧
「
首
桶
シ
キ
事
ニ
コ
ン
侍
ナ
レ
。
後
ノ
聞
　
工
侍
リ
ト
モ
、
法
師
が
轡
ニ
ハ
不
有
マ
ジ
カ
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
法
師
が
候
フ
房
ニ
　
ハ
、
賎
ノ
小
サ
キ
法
師
一
人
ヨ
リ
外
二
人
モ
不
肖
ズ
。
糸
、
徒
然
ニ
テ
、
陀
シ
ク
コ
　
ソ
バ
思
サ
ム
ズ
ラ
メ
」
ト
云
ヒ
テ
、
語
ヒ
行
ク
ニ
、
童
ノ
極
テ
百
歳
リ
ケ
レ
バ
、
　
僧
、
心
ヲ
移
テ
「
然
ハ
レ
、
只
、
将
行
ナ
ム
」
ト
思
テ
、
具
シ
テ
雲
林
院
ノ
房
二
行
　
ヌ
。
　
（
一
七
1
4
4
、
鵬
ぺ
②
）
　
伊
勢
物
語
九
段
業
平
東
下
り
に
原
拠
を
持
つ
巻
二
四
の
適
例
は
苦
痛
・
困
惑
と
い
う
属
性
は
殆
ん
ど
う
か
が
い
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
覚
悟
し
て
京
を
離
れ
た
旅
で
は
あ
る
が
周
囲
の
風
物
に
改
め
て
「
は
る
ば
る
と
来
つ
る
も
の
か
な
」
と
愁
い
を
誘
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
8
例
は
前
項
B
困
惑
で
も
触
れ
た
事
例
に
先
立
つ
部
分
で
あ
る
。
童
だ
と
周
囲
の
目
を
ご
ま
か
し
て
同
居
し
て
い
た
女
が
懐
妊
し
う
ろ
た
え
る
場
面
の
ワ
ビ
・
ワ
ビ
シ
は
い
ず
れ
も
処
置
に
窮
し
て
困
惑
す
る
こ
と
を
表
現
す
る
事
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
先
立
つ
、
こ
の
二
人
の
馴
れ
そ
あ
の
場
に
お
い
て
僧
が
童
に
い
い
か
け
る
詞
の
中
の
ワ
ビ
シ
は
「
僧
坊
が
人
少
な
で
退
屈
で
無
聯
に
苦
し
む
だ
ろ
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
「
困
る
」
と
強
い
て
い
う
に
し
て
も
軽
微
な
も
の
で
切
迫
し
た
事
態
と
は
い
え
ず
「
苦
し
む
」
と
い
う
に
し
て
も
軽
い
気
分
本
位
の
も
の
で
あ
る
。
寂
蓼
感
と
で
も
い
う
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し
て
A
・
B
の
意
義
素
と
重
な
り
つ
つ
も
そ
れ
で
は
お
お
い
き
れ
な
い
C
の
意
義
素
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
C
の
意
義
素
に
お
い
て
は
主
情
的
な
そ
の
性
質
上
ワ
ビ
シ
形
（
形
容
詞
形
）
の
用
例
が
主
流
の
如
く
で
あ
る
。
悪
例
の
中
に
二
例
を
数
え
る
「
陀
思
フ
」
の
他
に
こ
の
C
の
意
義
素
が
特
に
明
瞭
に
感
じ
と
れ
る
動
詞
形
の
例
は
「
恋
ヒ
佗
ブ
」
　
（
一
九
1
5
、
7
ー
ペ
⑮
）
一
例
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
動
詞
用
例
が
少
な
く
、
更
に
そ
の
い
ず
れ
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
も
が
複
合
動
詞
形
で
あ
る
こ
と
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
D
、
貧
窮
0
↓
　
親
孝
ハ
盗
人
ヲ
研
テ
モ
奔
テ
ム
ト
思
タ
レ
ド
モ
、
守
ノ
云
ク
、
　
「
此
奴
、
糸
哀
レ
　
ニ
此
ノ
質
ヲ
免
シ
タ
リ
、
身
ノ
佗
シ
ケ
レ
バ
盗
人
ヲ
モ
シ
、
命
ヲ
生
ト
テ
質
ヲ
モ
取
　
ニ
コ
ン
有
レ
、
憶
ガ
ル
ベ
キ
事
ニ
モ
非
ズ
、
其
レ
ニ
我
ガ
『
免
セ
』
ト
晶
晶
随
テ
免
　
シ
タ
ル
、
物
二
心
得
タ
ル
奴
也
。
速
二
此
奴
ヲ
免
シ
テ
ヨ
」
。
　
「
何
遍
要
ナ
ル
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
」
ト
云
ド
モ
盗
人
泣
キ
ニ
泣
テ
判
事
元
シ
。
　
（
二
五
…
1
1
、
9
ぺ
①
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
㈱
見
レ
バ
刀
ヲ
抜
テ
、
逆
様
二
持
テ
引
隠
シ
タ
ル
様
二
持
成
シ
テ
居
タ
リ
。
僧
正
此
　
ヲ
見
テ
、
　
「
彼
レ
ハ
何
者
ゾ
」
ト
問
給
ケ
レ
バ
、
男
、
片
膝
ヲ
突
テ
「
己
ハ
陀
人
二
　
候
フ
。
避
難
堪
ク
候
ヘ
バ
、
其
奉
ル
御
衣
ヲ
ー
ツ
ニ
ツ
下
シ
候
ハ
ム
ト
思
給
フ
ル
也
」
ト
云
マ
、
二
a
幡
懸
・
フ
全
田
心
タ
ル
氣
色
ナ
レ
バ
三
三
－
鍋
ぺ
①
）
鋤
　
海
賊
ノ
云
ク
」
陀
入
ノ
根
少
シ
申
サ
ム
が
為
二
参
タ
ル
也
」
ト
。
講
師
ノ
云
ク
、
　
「
此
ノ
船
ニ
ハ
根
モ
少
シ
有
り
、
軽
物
モ
人
要
ス
許
ノ
物
ハ
少
々
有
リ
、
何
ニ
マ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
達
ノ
御
心
二
任
ス
、
佗
人
ナ
ド
名
乗
レ
バ
、
糸
惜
サ
ニ
少
シ
ヲ
モ
進
マ
欲
シ
ケ
レ
　
ド
モ
、
筑
紫
ノ
人
ノ
聞
テ
云
ハ
ム
様
ハ
『
伊
佐
ノ
入
道
ハ
、
其
ミ
ニ
テ
海
賊
二
値
テ
　
被
縛
テ
船
ノ
生
民
被
取
ニ
ケ
リ
』
ト
コ
ソ
バ
云
ハ
ム
ズ
ラ
ム
」
ト
…
…
（
二
八
1
1
5
、
　
7
9
ぺ
⑧
⑨
）
　
貧
窮
と
い
う
意
義
素
が
表
面
化
し
て
い
る
の
は
集
中
こ
の
四
例
と
み
る
。
四
例
中
三
例
ま
で
が
「
佗
人
」
と
い
う
複
合
名
詞
で
あ
る
し
四
．
例
と
も
に
盗
人
の
話
で
あ
る
。
㈲
例
に
み
る
よ
う
に
「
身
ノ
舵
シ
ケ
レ
バ
盗
人
」
と
な
っ
て
い
る
人
が
㈱
鋤
例
に
み
る
「
佗
人
」
な
の
で
あ
る
。
㈱
紛
a
例
が
賊
の
自
称
で
あ
り
G
↓
鋤
b
例
が
他
か
ら
賊
を
称
し
て
の
表
現
で
あ
る
。
　
「
身
の
恥
し
い
人
」
　
「
佗
び
て
い
る
人
」
は
他
に
物
品
を
乞
い
、
強
要
し
、
更
に
は
強
奪
す
る
い
わ
ば
権
利
の
よ
う
な
も
の
を
獲
得
す
る
。
貧
し
い
↓
貧
窮
す
る
↓
盗
む
と
い
う
図
式
が
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
成
立
す
る
。
貧
窮
と
い
う
意
義
素
は
B
困
窮
、
A
苦
痛
を
含
み
こ
ん
で
積
極
的
な
行
動
性
を
内
包
し
た
意
義
素
で
あ
る
。
貧
窮
は
ワ
ビ
系
語
彙
に
お
い
て
は
貧
を
因
と
す
る
窮
と
い
う
形
で
六
B
も
し
く
は
A
の
意
義
素
に
深
く
関
連
す
る
。
　
以
上
あ
げ
た
用
例
に
も
み
ら
れ
る
と
お
り
A
～
D
の
意
義
素
は
相
互
に
か
ら
み
あ
っ
て
分
離
し
難
い
。
か
ら
み
合
い
の
様
相
を
み
る
た
め
に
共
通
意
義
素
・
中
間
意
義
素
を
更
に
検
討
し
よ
う
。
E
、
困
窮
　
A
苦
痛
、
B
困
惑
の
重
な
り
あ
う
意
義
素
と
し
て
困
窮
を
あ
げ
得
よ
う
。
苦
し
く
つ
ら
く
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
て
困
る
の
で
あ
る
。
土
佐
太
目
唄
テ
郡
司
ヲ
呼
ビ
出
テ
、
　
「
愁
へ
申
シ
テ
事
始
宛
テ
ム
」
ト
云
ヒ
聞
セ
ケ
　
レ
バ
、
郡
司
恐
ヂ
怖
レ
テ
、
　
「
二
元
キ
人
ヲ
哀
ト
テ
置
テ
、
其
ノ
徳
二
守
殿
ノ
勘
当
　
蒙
ナ
ト
ス
」
ト
云
テ
俺
迷
ピ
ケ
リ
。
女
モ
「
為
方
元
ク
姥
シ
」
ト
思
ピ
ケ
リ
。
　
（
二
　
四
一
5
6
、
鰯
ぺ
⑥
）
　
佐
太
の
怒
り
の
前
に
郡
司
も
女
も
困
り
果
て
為
す
術
も
な
く
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
単
な
る
苦
し
さ
、
つ
ら
さ
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
処
置
を
必
要
と
す
る
切
迫
し
た
事
態
で
あ
り
な
が
ら
い
か
ん
と
も
し
難
い
と
い
う
窮
境
に
立
っ
て
い
る
表
現
で
あ
り
、
A
、
B
が
腹
背
の
関
係
に
あ
る
意
義
素
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
両
者
を
一
体
と
し
て
E
項
を
も
う
け
れ
ば
先
に
み
た
と
お
り
D
貧
窮
も
、
こ
こ
に
含
み
こ
ま
れ
て
こ
よ
う
。
A
B
D
の
意
義
素
は
そ
の
共
通
意
義
素
と
し
て
E
困
窮
と
い
う
範
疇
を
持
つ
。
何
が
原
因
に
せ
よ
苦
し
く
つ
ら
い
状
態
が
あ
り
困
却
し
て
い
る
状
態
が
あ
る
。
そ
れ
が
ワ
ビ
・
ワ
ビ
シ
で
あ
る
と
い
え
る
。
F
、
愁
嘆
　
A
苦
痛
・
B
困
惑
・
D
貧
窮
の
共
通
意
義
素
と
し
て
F
困
窮
を
み
い
だ
す
と
更
に
こ
の
E
と
C
寂
蓼
の
中
間
意
義
素
と
し
て
F
愁
嘆
を
と
り
出
せ
る
。
00
@
侍
従
消
息
ノ
返
事
ヲ
ダ
ニ
不
為
ケ
レ
バ
、
平
中
歎
キ
倥
テ
、
消
息
ヲ
書
テ
遣
タ
リ
　
ケ
ル
ニ
…
…
其
ノ
「
見
ツ
」
ト
云
フ
ニ
文
字
ヲ
破
テ
薄
様
二
押
付
テ
遣
タ
ル
也
ケ
　
リ
。
平
中
此
レ
ヲ
見
ル
ニ
、
弥
ヨ
妬
ク
陀
キ
事
元
限
シ
。
…
…
夜
深
更
テ
、
雨
羽
音
　
止
ズ
降
テ
、
目
指
ト
モ
不
知
ズ
暗
キ
心
内
ヨ
リ
破
元
ク
シ
テ
、
本
院
二
行
テ
三
二
前
　
≧
云
継
女
ノ
童
ヲ
呼
テ
「
思
ヒ
陀
テ
此
ナ
ム
参
タ
ル
」
ト
云
セ
タ
リ
ケ
レ
バ
：
　
（
三
〇
一
1
1
2
ぺ
⑩
⑭
1
3
ぺ
①
）
　
　
　
　
　
ワ
の
　
　
　
　
　
　
ワ
リ
　
0
0
例
は
本
院
侍
従
に
平
中
が
懸
想
す
る
場
面
で
あ
る
が
近
接
部
に
三
例
の
ワ
ビ
系
語
彙
が
あ
ら
わ
れ
い
ず
れ
も
平
中
の
本
院
侍
従
へ
の
想
い
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
愁
い
嘆
き
、
つ
ら
い
や
る
せ
な
い
気
持
で
あ
る
こ
と
の
表
現
で
あ
る
。
心
憂
く
堪
え
難
い
気
持
は
単
に
困
窮
し
て
い
る
の
で
も
な
く
寂
蓼
に
ひ
た
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
困
窮
が
持
続
的
に
な
り
思
い
悩
む
と
こ
ろ
が
ら
生
じ
る
状
態
で
あ
る
。
　
か
く
し
て
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
疇
は
困
窮
を
中
核
と
し
て
次
の
図
式
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
　
（
状
態
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
情
）
A
苦
痛
中
核
義
B
困
惑
D
貧
窮
E
困
窮
2
、
行
動
性
の
検
討
F
愁
嘆
C
寂
蓼
　
D
の
意
義
素
を
考
え
た
時
そ
こ
に
は
自
己
を
「
俺
人
」
と
規
定
し
た
上
で
そ
れ
を
脱
却
す
る
た
め
の
極
め
て
積
極
的
な
行
動
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
み
た
。
ワ
ビ
系
語
彙
の
中
核
義
が
困
窮
で
あ
れ
ば
、
人
は
長
く
は
そ
れ
に
耐
え
得
な
い
。
何
ら
か
の
形
で
そ
の
状
態
か
ら
の
逸
脱
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。
堪
え
難
い
の
で
あ
る
か
ら
に
は
何
ら
か
の
形
で
堪
え
得
る
状
態
へ
の
転
換
が
必
要
で
も
あ
ろ
う
。
次
に
は
、
こ
の
困
窮
状
態
か
ら
の
超
克
と
い
う
角
度
か
ら
ワ
ビ
系
語
彙
を
検
討
す
る
。
　
事
実
、
全
八
一
例
の
ワ
ビ
系
語
彙
の
個
々
に
あ
た
っ
て
み
る
と
人
々
は
今
昔
物
語
集
の
「
陀
」
　
「
佗
」
　
（
山
口
）
「
陀
」
状
態
か
ら
脱
け
出
そ
う
と
し
て
様
々
な
行
動
を
と
る
。
逃
亡
・
出
家
・
追
跡
・
承
認
・
嘆
願
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
行
動
に
次
の
段
階
で
は
展
開
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ワ
ビ
系
語
彙
は
含
み
こ
ん
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
　
「
佗
」
の
原
因
が
具
体
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
解
決
策
は
は
か
り
や
す
く
脱
却
の
努
力
も
払
い
や
す
い
と
い
え
る
。
原
因
が
明
瞭
で
な
い
場
合
、
も
し
く
は
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
状
態
か
ら
の
超
克
は
心
情
的
に
し
か
果
し
得
ず
よ
り
困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
行
動
性
と
い
う
尺
度
を
入
れ
て
今
昔
物
語
集
の
ワ
ビ
系
語
彙
を
検
討
し
て
み
る
と
更
に
明
ら
か
に
な
る
事
柄
が
あ
る
。
ω
　
積
極
的
な
行
動
性
を
伴
う
場
合
　
「
俺
」
状
態
か
ら
脱
却
す
る
方
法
と
し
て
は
実
に
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
も
し
実
行
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
っ
き
り
と
相
手
の
思
惑
ど
お
り
に
行
動
し
て
「
俺
」
状
態
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
倒
　
妻
強
二
責
云
ケ
レ
バ
、
天
被
責
レ
姥
テ
、
　
「
奔
テ
ム
」
ト
思
フ
心
付
テ
（
三
〇
一
9
、
饗
⑨
）
㈱
座
主
弥
ヨ
唄
テ
…
…
「
其
レ
ニ
判
ヲ
加
ヘ
ヨ
」
ト
押
責
ケ
レ
バ
神
子
等
被
責
俺
テ
　
判
ヲ
加
テ
ケ
リ
。
　
（
一
一
二
一
2
4
、
獅
ぺ
⑫
）
　
逃
亡
・
出
家
な
ど
自
己
の
行
為
そ
の
も
の
に
よ
る
脱
却
で
は
な
く
他
へ
の
働
ら
き
か
け
に
よ
り
他
の
変
容
に
よ
っ
て
脱
却
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
変
容
を
も
た
ら
す
も
っ
と
も
手
近
か
な
方
法
は
何
よ
り
も
哀
訴
・
嘆
願
、
口
頭
に
よ
る
働
ら
き
か
け
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
　
「
佗
テ
…
…
云
フ
」
（｝
繧
P
1
1
、
8
8
ぺ
⑮
）
、
　
「
思
ヒ
倥
テ
云
ク
…
…
ト
云
フ
」
　
（
｝
六
一
3
7
、
卿
ぺ
⑥
）
、
　
「
云
ク
…
…
ト
倒
男
」
　
（
二
四
1
1
6
、
棚
ぺ
③
）
　
「
蓄
髪
ス
」
　
（
二
八
1
5
、
6
5
ぺ
⑮
）
な
ど
「
倥
」
の
結
果
言
語
表
現
を
伴
う
事
例
は
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
e
ワ
ビ
て
い
る
本
人
に
は
何
ら
原
因
が
な
く
と
も
相
手
（
も
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
第
三
十
号
し
く
は
そ
の
代
人
と
し
て
の
神
仏
な
ど
）
に
己
れ
の
「
倥
」
の
状
態
を
訴
え
嘆
願
し
て
そ
の
状
態
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
口
原
因
が
本
人
に
あ
っ
て
「
俺
」
の
状
態
に
あ
る
時
そ
の
ワ
ビ
し
め
て
い
る
相
手
に
嘆
願
す
る
も
の
と
の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
口
の
原
因
が
本
人
自
身
に
あ
る
場
合
に
は
嘆
願
は
自
己
の
非
を
認
め
て
許
し
を
乞
う
形
に
な
る
。
こ
の
用
法
が
展
開
・
定
着
し
て
現
代
語
「
詫
ビ
ル
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
㈲
　
法
師
ノ
云
ク
「
我
が
君
、
大
ナ
ル
理
二
候
フ
、
尚
免
シ
給
ハ
ラ
ム
」
ト
姥
ケ
レ
バ
　
（
二
四
一
1
6
、
鋤
ぺ
③
）
㈱
　
女
房
共
一
H
一
テ
臥
シ
返
り
咲
ヒ
乍
ラ
手
ヲ
摺
ケ
レ
バ
、
吉
ク
影
野
テ
後
二
置
タ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ル
穽
ヲ
ザ
ラ
ノ
＼
ト
押
壊
タ
リ
ケ
レ
バ
、
皆
咲
ヒ
醒
ニ
ケ
リ
。
（
二
四
一
2
2
、
1
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
⑰
）
㈲
女
ノ
童
ハ
泣
テ
「
今
ハ
免
シ
給
ヒ
テ
ヨ
、
人
≧
ノ
御
マ
ス
ニ
コ
ン
有
ケ
レ
」
ト
　
姥
迷
ケ
レ
ド
モ
不
免
ズ
シ
テ
将
行
タ
レ
バ
（
二
七
1
4
1
、
鵬
ぺ
⑬
）
　
こ
れ
ら
の
ワ
ビ
は
傍
線
部
の
表
現
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
い
ず
れ
も
そ
の
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
ま
現
代
語
と
し
て
「
詫
ビ
ル
」
と
考
え
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
場
の
事
情
、
他
の
語
の
表
現
に
助
け
ら
れ
て
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
今
昔
物
語
集
の
ワ
ビ
系
語
彙
は
そ
の
意
義
範
躊
に
嘆
願
・
謝
罪
は
含
み
こ
ん
で
い
な
か
っ
た
。
困
窮
を
中
心
に
愁
嘆
、
寂
蓼
ま
で
で
あ
く
ま
で
も
自
己
内
面
の
状
態
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
嘆
願
は
そ
の
状
態
か
ら
の
脱
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
内
包
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
展
開
の
可
能
性
は
た
し
か
に
感
取
で
き
る
が
、
意
義
範
疇
は
そ
こ
ま
で
拡
が
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
次
の
㈲
例
を
み
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
。
㈲
　
義
清
阿
闇
梨
、
極
ク
騒
タ
ル
顔
シ
テ
、
恐
ヂ
畏
マ
リ
テ
「
此
レ
ヲ
バ
何
か
セ
ム
ト
　
為
ル
。
詫
シ
キ
事
カ
ナ
、
然
う
バ
先
ヅ
不
宣
ハ
ヌ
前
一
三
忌
リ
文
ヲ
書
テ
進
テ
ム
」
ト
　
云
テ
・
…
書
ツ
（
二
八
一
3
6
、
鯉
ぺ
⑮
）
　
恐
れ
畏
ま
っ
て
陀
び
た
（
困
窮
し
た
）
結
果
解
決
策
と
し
て
怠
り
文
（
詑
び
状
）
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
ワ
ブ
そ
の
も
の
が
謝
罪
で
は
な
い
こ
と
が
こ
八
こ
に
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
㈲
㈲
㈱
の
各
事
例
も
苦
し
み
困
却
す
る
と
い
う
自
分
自
身
の
内
面
的
状
態
・
心
情
と
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
②
　
積
極
的
な
行
動
性
を
欠
く
場
合
　
前
掲
困
囚
例
に
お
い
て
は
「
佗
」
の
原
因
は
「
京
二
思
フ
人
々
キ
ニ
シ
モ
非
デ
」
　
「
徒
然
ニ
テ
」
と
挙
げ
て
は
あ
る
が
切
迫
し
た
事
態
で
は
な
く
心
情
的
・
抽
象
的
で
あ
る
。
か
か
る
事
例
に
お
い
て
行
動
は
拠
点
を
失
な
い
金
々
た
る
気
分
の
叙
述
と
い
う
こ
と
に
終
る
で
あ
ろ
う
。
　
先
に
ワ
ビ
系
語
彙
と
し
て
動
詞
形
・
形
容
詞
形
を
同
列
に
扱
っ
て
き
た
が
お
の
ず
か
ら
そ
こ
に
役
割
の
分
担
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
意
義
素
の
面
か
ら
み
る
と
F
愁
嘆
、
C
寂
蓼
、
特
に
C
は
形
容
詞
形
ワ
ビ
シ
に
頼
り
や
す
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
又
直
接
話
法
も
し
く
は
心
話
表
現
の
中
に
あ
ら
わ
れ
や
す
い
こ
と
も
同
じ
事
情
に
よ
ろ
う
。
動
詞
形
を
と
る
場
合
と
比
較
し
て
み
る
と
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
ワ
ブ
ワ
ビ
シ
そ
の
他
計
地
の
文
34154
会
話
文
4133
心
話
文
3
53
20
3
和
歌
23
計40347
5
81
・
「
そ
の
他
」
の
欄
の
会
話
三
例
は
い
ず
れ
も
「
玉
人
」
、
地
の
文
四
例
は
「
姥
シ
氣
ナ
ル
音
」
三
例
及
び
「
俺
ビ
音
」
一
例
で
あ
る
。
　
更
に
ワ
ビ
シ
が
地
の
文
に
用
い
ら
れ
る
場
合
の
類
型
的
表
現
と
し
て
思
フ
系
動
詞
と
の
密
着
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
フ
・
思
ス
・
思
ユ
な
ど
に
直
接
す
る
ワ
ビ
シ
が
形
容
詞
形
計
三
四
例
の
う
ち
一
一
例
、
心
を
伴
う
二
例
を
含
め
て
計
＝
二
例
ま
で
が
実
質
上
心
中
言
で
あ
る
。
ワ
ビ
系
語
彙
は
「
何
ら
か
の
因
が
あ
っ
て
苦
し
く
つ
ら
い
め
に
あ
い
困
窮
す
る
こ
と
、
又
は
そ
の
状
態
に
お
け
る
心
情
」
の
表
現
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
心
情
的
な
立
場
か
ら
の
表
現
が
よ
り
多
く
ワ
ビ
シ
（
形
容
詞
形
）
で
担
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
用
法
が
更
に
展
開
・
定
着
し
、
完
全
に
心
情
の
表
現
の
み
に
徹
し
き
っ
た
時
そ
こ
に
、
き
わ
め
て
主
情
的
な
現
代
語
ワ
ビ
シ
イ
が
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
今
昔
物
語
集
に
み
る
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
疇
の
様
相
を
構
成
意
義
素
及
び
内
包
す
る
行
動
性
の
両
面
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ
は
困
窮
を
主
峯
に
自
己
の
苦
痛
・
困
惑
・
愁
嘆
・
寂
蓼
と
い
っ
た
内
面
的
状
態
・
心
情
の
表
現
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
か
ら
み
あ
っ
て
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
疇
を
構
成
し
て
い
る
。
今
昔
物
語
集
と
い
う
一
作
品
の
内
部
で
と
ら
え
て
も
そ
こ
に
は
す
で
に
次
の
様
相
へ
の
展
開
の
手
が
か
り
が
ほ
の
み
え
、
現
代
語
ワ
ビ
ル
・
ワ
ビ
シ
イ
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
今
昔
物
語
集
で
の
様
相
は
あ
く
ま
で
も
ワ
ビ
系
語
彙
の
流
れ
の
中
の
一
駒
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
は
今
昔
物
語
集
の
内
部
だ
け
で
も
あ
る
程
度
予
想
が
つ
い
た
が
以
下
紙
幅
の
ゆ
る
す
範
囲
で
そ
の
流
れ
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
三
、
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
疇
の
変
容
1
、
今
昔
物
語
集
以
前
　
ワ
ビ
系
語
彙
の
中
心
と
み
な
さ
れ
る
動
詞
ワ
ブ
は
明
ら
か
に
和
語
で
あ
る
。
上
代
に
お
い
て
は
ま
だ
漢
字
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
神
代
記
に
み
る
一
例
を
は
じ
め
万
葉
集
中
計
一
六
例
の
ワ
ビ
系
語
彙
は
す
べ
て
仮
名
書
き
で
あ
る
。
ワ
ビ
系
語
彙
と
漢
字
の
結
び
つ
き
は
管
見
の
限
り
で
は
霊
異
記
を
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
空
矢
と
す
る
。
。
子
遂
不
聴
　
時
無
寸
書
　
著
身
脱
衣
　
置
於
平
癒
　
子
最
長
脆
　
遺
言
　
金
言
…
…
（
霊
異
記
申
第
三
縁
、
8
0
ぺ
⑦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
訓
釈
篠
嬉
ワ
（
拗
ぺ
③
）
　
訓
釈
に
従
い
、
大
系
本
の
訓
読
本
文
に
お
い
て
も
こ
の
部
分
を
「
時
に
母
今
昔
物
語
集
の
「
陀
」
　
「
佗
」
　
（
山
口
）
佗
ビ
テ
」
と
訓
じ
て
い
る
。
こ
の
「
当
量
」
を
大
漢
和
辞
典
（
諸
橋
轍
次
）
に
徴
す
る
と
「
献
辞
、
離
騒
」
に
「
憧
欝
邑
余
佗
僚
分
」
と
あ
り
、
　
「
注
」
に
よ
れ
ば
「
陀
僚
、
失
レ
志
貌
、
俺
、
猶
二
堂
堂
一
立
貌
也
。
傑
、
住
也
」
と
　
（
1
0
）
あ
る
。
　
「
集
韻
」
に
よ
れ
ば
「
佗
、
俺
傑
、
失
レ
必
見
」
と
み
え
る
。
　
「
佗
際
（
タ
テ
イ
）
」
は
「
志
を
失
ふ
さ
ま
。
又
志
を
失
っ
て
恨
め
し
げ
に
立
ち
も
と
ほ
る
さ
ま
。
」
　
（
大
漢
和
辞
典
、
巻
一
、
5
5
ぺ
）
と
い
う
意
味
の
漢
語
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
あ
り
、
上
代
、
日
本
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
該
用
例
の
見
出
さ
れ
る
霊
異
記
第
三
縁
は
漢
籍
に
原
典
を
持
た
ぬ
本
朝
の
話
で
あ
り
、
当
該
場
面
は
ま
さ
し
く
「
志
を
失
っ
た
母
が
恨
み
を
こ
め
て
立
ち
も
と
お
る
」
場
面
で
あ
る
。
あ
る
い
は
僧
女
戒
が
和
語
ワ
ブ
を
表
記
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
漢
籍
の
中
か
ら
，
「
真
心
」
を
ひ
ろ
い
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ワ
ビ
系
語
彙
は
か
く
し
て
「
佗
」
と
結
び
つ
き
字
形
・
発
音
の
似
て
い
る
「
佗
」
と
混
同
し
た
こ
と
は
第
一
節
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
。　
管
見
の
上
代
用
例
は
す
べ
て
仮
名
書
き
例
で
あ
り
万
葉
集
の
一
例
（
歌
番
号
三
〇
二
六
）
を
除
き
す
べ
て
動
詞
形
で
あ
る
。
・
又
誌
之
嫡
墳
須
勢
琶
慕
、
甚
爲
二
婚
。
故
其
旱
羅
和
蜜
壕
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
二
出
雲
一
将
レ
上
－
皿
石
倭
国
一
而
（
神
代
記
上
、
1
0
ぺ
⑧
）
　
大
国
主
命
が
嫡
妻
須
妙
理
毘
責
の
嫉
妬
を
つ
ら
く
堪
え
難
く
思
っ
て
出
雲
を
去
る
場
面
で
あ
る
。
ワ
ブ
は
文
献
初
出
例
か
ら
す
で
に
脱
却
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
蔵
し
た
困
窮
の
状
態
・
心
情
の
表
現
と
い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
万
葉
集
の
計
一
六
例
は
相
聞
の
巻
四
に
計
六
例
を
み
る
他
、
巻
一
五
の
中
臣
宅
守
と
皆
野
馬
上
娘
子
の
贈
答
歌
な
ど
恋
歌
に
多
く
あ
ら
わ
れ
、
意
義
範
躊
と
し
て
は
A
苦
痛
・
E
愁
嘆
が
中
心
と
い
え
よ
う
。
遠
く
離
れ
た
相
手
を
は
る
か
に
思
い
つ
ら
く
悲
し
く
苦
し
く
せ
つ
な
く
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
動
詞
形
の
ワ
ブ
も
す
ぐ
れ
て
心
情
的
傾
向
が
強
い
の
は
あ
る
い
は
韻
文
と
い
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
う
文
献
の
性
質
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
管
見
の
限
り
上
代
唯
一
の
形
容
詞
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
。
怯
者
不
粟
野
者
故
無
立
浪
七
二
和
備
思
如
此
而
不
來
跡
也
互
（
君
は
来
ず
我
は
故
無
く
立
つ
浪
の
し
く
し
く
わ
び
し
斯
く
て
来
じ
と
や
）
　
（
巻
一
　
　
　
　
　
　
　
二
、
0
2
）
　
　
　
　
ヨ
　
普
通
に
は
右
の
よ
う
に
訓
じ
ら
れ
て
い
る
が
用
字
か
ら
み
れ
ば
「
和
漆
工
ー
ワ
ビ
オ
モ
フ
」
と
も
訓
じ
得
る
。
も
っ
と
も
「
思
ひ
佗
ぶ
」
の
例
は
あ
る
が
ワ
ブ
を
第
一
項
に
と
る
「
佗
び
思
ふ
」
の
用
例
は
万
葉
集
で
は
他
に
見
出
せ
ず
、
本
卦
は
形
容
詞
ワ
ビ
シ
の
初
出
例
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
語
義
も
、
気
力
も
失
せ
な
す
術
も
な
く
や
る
せ
な
い
気
持
の
表
現
と
み
る
。
上
代
用
例
ワ
ブ
が
心
情
的
で
あ
る
こ
と
と
思
い
あ
わ
せ
て
こ
の
用
字
法
は
そ
の
後
の
ワ
ビ
シ
の
展
開
の
方
向
を
す
で
に
内
包
し
て
、
興
味
深
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
又
上
代
に
は
下
二
段
活
用
の
ワ
ブ
ル
を
認
あ
る
と
す
る
。
。
多
知
可
敵
里
奈
氣
二
毛
安
礼
波
之
流
思
奈
美
於
毛
比
和
六
礼
三
盆
流
欲
之
曽
於
保
工
　
（
た
ち
か
へ
り
泣
け
ど
も
吾
は
し
る
し
無
み
思
ひ
わ
ふ
れ
て
寝
る
夜
し
そ
多
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
五
、
7
5
）
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
連
用
形
ワ
ブ
レ
を
認
め
る
と
す
れ
ば
下
二
段
ワ
ブ
ル
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
上
二
段
ワ
ブ
と
共
に
語
義
・
用
法
の
分
担
が
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
今
は
触
れ
な
い
。
　
上
代
文
献
に
み
る
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
疇
は
次
の
如
く
に
な
ろ
う
。
A
苦
痛
寂
蓼
　
D
貧
窮
の
意
義
素
は
全
く
感
じ
ら
れ
ず
、
B
困
惑
、
E
困
窮
の
意
義
素
に
つ
い
て
は
ま
だ
表
面
化
せ
ず
F
愁
嘆
を
中
核
に
、
A
苦
痛
、
C
寂
蓼
と
い
っ
た
心
情
性
の
ま
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
み
た
。
　
中
古
用
例
に
つ
い
て
は
お
お
か
た
の
事
象
と
同
じ
く
源
氏
物
語
の
様
相
で
源
　
氏
一
〇
「
竹
画
一
　
枕
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
ワ
　
　
フ
ウ
　
　
チ
　
　
ワ
　
　
ブ
オ
　
モ
　
ヒ
　
ワ
　
ブ
オ
　
モ
ホ
シ
ワ
ブ
オ
モ
ホ
シ
カ
ヘ
シ
ワ
ブ
オ
　
ボ
　
シ
　
ワ
　
ブ
ウ
ラ
ミ
ワ
ブ
コ
　
　
ヒ
　
　
ワ
　
　
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
メ
　
　
ワ
　
　
フ
テ
　
ウ
　
ジ
　
ワ
　
ブ
ナ
　
ガ
　
メ
　
ワ
　
ブ
ナ
　
　
キ
　
　
ワ
　
　
ブ
ナ
　
ゲ
　
キ
　
ワ
　
ブ
イ
　
　
　
ヒ
　
　
　
ワ
　
　
　
フ
コ
シ
ラ
ヘ
ワ
ブ
サ
　
マ
　
シ
　
ワ
　
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
ミ
　
　
ワ
　
　
フ
ナ
グ
サ
メ
ワ
ブ
ノ
　
ガ
　
レ
　
ワ
　
ブ
マ
　
　
チ
　
　
ワ
　
　
ブ
ワ
　
　
ケ
　
　
ワ
　
　
ブ
ワ
　
ス
　
レ
　
ワ
　
ブ
ワ
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
～
ワ
　
　
ビ
　
　
ハ
　
　
ツ
ワ
　
　
ビ
　
　
ナ
　
　
ク
ワ
　
ビ
　
ア
　
リ
　
ク
ワ
　
　
ビ
　
　
ア
　
　
フ
ワ
　
　
　
ビ
　
　
　
シ
モ
　
ノ
　
ワ
　
ビ
　
シ
ワ
ビ
シ
ゲ
ナ
リ
ワ
　
　
ビ
　
　
シ
　
　
サ
ワ
　
　
ビ
　
　
ゴ
　
　
ト
ワ
　
　
ビ
　
　
ウ
　
　
タ
計
1
（
2
）
2
（
1
）
13119
6
（
1
）
123535
27
（
5
9
）
畑　
　
　
3
1
ゑ
蹴
　
　
3
1
　
　
2
（
4
）
411
ほ
ぼ
集
約
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
こ
こ
で
は
念
の
た
め
竹
取
物
語
・
枕
草
子
を
あ
わ
せ
検
討
す
る
。
三
作
品
に
見
出
し
た
用
例
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
三
作
品
に
共
通
す
る
語
彙
は
ワ
ブ
・
ワ
ビ
シ
の
こ
語
に
し
か
す
ぎ
ず
、
二
作
品
共
通
語
彙
も
オ
モ
ヒ
ワ
ブ
・
ワ
ビ
シ
サ
・
ワ
ビ
シ
ゲ
ナ
リ
の
三
、
語
に
す
ぎ
な
い
。
ワ
ビ
系
語
彙
は
ワ
ブ
・
ワ
ビ
シ
を
中
核
に
複
雑
に
派
生
・
複
合
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
特
に
源
氏
物
語
に
お
け
る
造
語
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
複
合
動
詞
を
構
成
す
る
場
合
、
複
合
の
第
二
項
に
立
つ
語
彙
が
極
端
に
多
い
。
そ
の
場
合
ワ
ブ
が
第
一
項
動
詞
に
並
列
的
に
並
び
立
つ
語
彙
（
豊
中
の
㈲
群
四
五
語
）
と
、
第
一
項
動
詞
に
補
助
的
に
添
っ
て
～
し
に
く
い
、
～
し
が
た
い
、
～
し
か
ね
る
の
如
き
意
義
を
加
え
て
い
る
語
彙
（
平
中
㈲
群
＝
二
語
）
と
が
み
ら
れ
る
。
　
又
中
古
に
は
上
代
で
一
例
し
か
見
出
せ
な
か
っ
た
形
容
詞
形
が
め
だ
っ
て
増
加
し
、
更
に
形
容
動
詞
形
も
あ
ら
わ
れ
る
。
枕
草
子
に
は
「
わ
び
し
げ
に
見
ゆ
る
も
の
」
の
一
段
が
あ
り
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
は
、
み
す
ぼ
ら
し
く
貧
相
な
一
連
の
事
物
で
あ
る
。
な
お
本
人
の
つ
ら
い
、
苦
し
い
と
い
う
心
情
に
即
し
た
表
現
で
あ
る
が
一
歩
を
進
め
れ
ば
先
の
D
貧
窮
の
意
義
素
に
展
開
し
う
る
。
　
E
困
窮
も
そ
の
繭
芽
は
は
っ
き
り
見
え
て
い
る
。
・
「
い
と
お
ほ
う
ま
ろ
ば
さ
ん
」
と
ふ
く
つ
け
が
れ
ど
も
、
之
も
押
し
動
か
さ
で
わ
ぶ
　
め
り
。
　
（
朝
顔
二
、
餅
ぺ
③
）
。
さ
す
が
に
い
み
じ
う
調
ぜ
ら
れ
て
、
心
苦
し
げ
に
泣
き
わ
び
て
「
す
こ
し
ゆ
る
べ
給
　
へ
や
、
大
将
に
聞
ゆ
べ
き
事
あ
り
」
と
の
給
ふ
。
　
（
葵
、
一
、
3
2
ぺ
⑮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
前
者
は
雪
の
玉
を
転
が
す
こ
と
が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
事
例
で
あ
り
、
後
者
は
泣
き
苦
し
が
っ
て
困
却
し
相
手
に
嘆
願
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
但
し
「
困
窮
」
と
い
う
に
し
て
は
余
り
に
も
心
情
的
な
も
の
で
「
弱
る
」
　
「
閉
ロ
す
る
」
と
い
う
ぐ
ら
い
の
感
じ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
中
古
に
お
け
る
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
疇
は
次
図
の
如
く
で
あ
る
。
雄
蕊
Y
一
窮
）
F
麓
　
C
峯
　
中
核
意
義
素
は
F
愁
嘆
で
あ
る
が
、
E
困
窮
、
B
困
惑
の
方
向
に
意
義
素
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
今
昔
物
語
集
に
み
た
意
義
範
疇
の
前
段
階
と
明
瞭
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
昔
物
語
集
の
「
俺
」
　
「
佗
」
　
（
山
口
）
　
以
上
今
昔
物
語
集
以
前
に
つ
い
て
は
文
献
以
来
、
よ
り
心
情
的
な
も
の
か
ら
次
第
に
具
象
性
を
帯
び
た
形
へ
変
容
移
行
す
る
姿
が
う
か
が
え
た
。
2
、
今
昔
物
語
集
以
降
　
中
世
を
通
じ
て
ワ
ビ
系
語
彙
は
今
昔
物
語
集
に
み
た
意
義
範
疇
と
大
差
の
な
い
状
態
を
保
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
宇
治
拾
遺
物
語
（
全
三
一
例
）
な
ど
説
話
ジ
ャ
ン
ル
で
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
徒
然
草
（
全
八
例
）
の
事
例
は
よ
り
心
情
的
な
傾
き
が
強
く
、
平
家
物
語
に
は
用
例
を
見
出
さ
な
い
な
ど
、
作
品
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
り
若
干
の
偏
り
が
見
え
る
が
、
大
局
的
に
み
て
意
義
範
疇
に
変
容
は
な
い
。
　
今
昔
物
語
集
に
既
に
そ
の
繭
芽
を
み
た
ワ
ブ
（
詫
）
と
ワ
ビ
シ
（
佗
）
の
完
全
な
分
離
は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
現
象
の
よ
う
で
あ
る
。
日
葡
辞
書
に
は
ワ
ビ
系
語
彙
と
し
て
ワ
ビ
（
ワ
ブ
ル
・
ワ
ビ
タ
）
・
ワ
ビ
シ
イ
・
ワ
ビ
ビ
ト
●
ワ
ピ
コ
ト
・
ワ
ビ
ゴ
エ
・
ワ
ビ
ズ
キ
の
六
語
を
採
る
が
、
邦
訳
に
よ
れ
ば
、
引
列
の
項
は
「
憐
れ
み
を
乞
う
、
あ
る
い
は
懇
願
す
る
、
ま
た
悲
し
み
愁
え
る
」
と
あ
り
、
ワ
ビ
シ
イ
に
は
「
哀
れ
で
み
じ
め
で
あ
る
、
ま
た
は
物
悲
し
く
寂
し
い
」
と
あ
る
。
ワ
ピ
コ
ト
（
コ
ト
は
清
音
、
　
c
o
働
、
筆
者
注
）
の
説
明
は
「
自
分
を
卑
下
し
な
が
ら
論
る
人
に
対
し
て
す
る
懇
願
あ
る
い
は
嘆
願
」
で
あ
り
、
ワ
ビ
系
語
彙
に
は
愁
嘆
、
寂
蓼
、
更
に
嘆
願
の
意
義
素
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
そ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
謝
罪
の
意
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
ワ
ブ
系
語
彙
の
意
義
素
と
し
て
謝
罪
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
近
世
に
入
る
と
全
体
的
に
ワ
ビ
系
語
彙
が
減
少
し
複
合
動
詞
を
作
る
な
ど
の
造
語
能
力
も
低
下
し
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
五
九
、
黄
表
紙
洒
落
本
集
一
冊
中
、
ワ
ビ
系
語
彙
は
わ
ず
か
に
九
例
で
あ
り
、
こ
れ
は
竹
取
物
語
＝
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
の
用
例
数
に
ひ
と
し
い
。
用
法
も
固
定
的
に
な
り
、
ワ
ブ
、
待
チ
ワ
ブ
、
住
ミ
ワ
ブ
、
ワ
ビ
シ
各
一
例
の
他
は
ワ
ビ
の
形
の
名
詞
で
あ
る
が
、
う
ち
二
例
が
茶
の
湯
の
ワ
ビ
（
閑
寂
な
風
趣
）
で
あ
り
残
り
三
例
が
「
勘
当
の
わ
び
」
で
あ
る
。
こ
の
ワ
ビ
は
「
佗
び
」
の
中
に
謝
罪
と
い
う
行
為
が
含
み
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
「
佗
」
の
E
困
窮
の
意
義
素
は
、
コ
マ
ル
・
ア
ヤ
マ
ル
な
ど
の
語
が
肩
代
り
し
て
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
に
う
か
が
わ
れ
る
。
西
鶴
の
用
語
に
な
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
。
世
之
介
取
付
わ
び
て
も
き
か
ず
（
「
好
色
一
代
男
」
巻
四
、
西
鶴
集
上
、
1
ぺ
⑬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
・
さ
ま
ぐ
、
調
て
も
聞
か
ず
（
「
好
色
五
人
女
」
巻
一
、
西
鶴
集
上
、
㎜
ぺ
⑩
）
の
如
く
勘
当
に
限
ら
ず
一
般
に
謝
罪
す
る
意
に
用
い
う
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
す
べ
て
の
ワ
ブ
が
一
斉
に
変
容
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
・
明
暮
こ
そ
ぐ
ら
れ
色
々
俺
び
て
か
ま
は
ず
（
「
好
色
一
代
女
」
巻
五
、
西
鶴
集
上
、
　
螂
ぺ
②
）
　
右
に
お
い
て
は
つ
ら
く
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
状
態
を
ワ
ブ
が
表
現
し
て
い
る
。
両
者
が
平
行
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
俳
文
な
ど
に
お
い
て
は
こ
の
，
新
し
い
謝
罪
の
意
義
素
は
あ
ら
わ
れ
に
く
く
、
つ
ら
い
気
持
を
訴
え
る
事
例
の
み
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
ワ
ブ
が
単
な
る
内
的
感
情
に
と
ど
ま
ら
ず
、
外
に
向
っ
て
嘆
願
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
謝
罪
と
い
う
意
義
素
の
分
出
を
内
包
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
　
現
代
語
に
お
い
て
は
活
用
も
上
一
毅
に
変
化
し
て
ワ
ビ
ル
と
な
り
語
義
も
謝
罪
と
い
う
新
し
い
意
義
素
一
本
で
あ
る
。
形
容
詞
形
の
ワ
ビ
シ
も
ワ
ビ
シ
イ
と
な
り
ワ
ビ
ル
と
は
完
全
に
分
離
し
た
。
ワ
ビ
シ
イ
は
も
の
さ
び
し
い
・
や
る
せ
な
い
・
な
さ
け
な
い
と
い
っ
た
主
情
的
な
も
の
で
、
か
つ
て
の
C
寂
蓼
と
い
え
る
ほ
ど
の
切
迫
感
は
な
い
。
ワ
ビ
シ
イ
は
A
苦
痛
・
E
困
窮
な
ど
の
意
義
素
と
は
全
く
絶
縁
し
た
。
心
の
晴
れ
や
ら
ぬ
満
た
さ
れ
な
い
心
情
の
表
現
が
現
代
語
の
ワ
ビ
シ
イ
で
あ
る
。
一
二
　
今
昔
物
語
集
以
降
の
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
躊
の
変
容
は
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。帆←融←獄
A
苦
痛
B
困
惑
E
困
窮
D
貧
窮
I
I
ー
ー
l
i
一
－
1
G
謝
罪
G
謝
罪
　
ワ
ビ
ル
愁
嘆
ノ
C
寂
蓼
ノ
ノ
／
1
ノH
躍
シ
イ
ノ
　
以
上
、
今
昔
物
語
集
全
八
一
例
を
軸
に
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
実
感
を
検
討
し
、
そ
れ
が
時
の
流
れ
と
共
に
変
容
す
る
姿
を
見
た
、
文
献
以
来
ワ
ビ
系
語
彙
は
「
つ
ら
く
思
う
」
と
い
う
概
念
を
中
核
に
し
て
そ
の
周
辺
に
意
義
範
躊
を
ひ
ろ
げ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
昔
物
語
集
以
前
は
拡
大
し
つ
づ
け
る
動
き
が
あ
り
、
今
昔
物
語
集
以
降
は
次
第
に
中
核
概
念
を
歪
な
い
具
体
的
な
困
窮
と
そ
の
対
処
と
い
う
行
動
性
の
表
現
に
な
り
か
わ
っ
て
意
義
範
疇
が
狭
ば
ま
り
、
遂
に
は
行
動
表
現
と
心
情
表
現
と
が
完
全
に
分
離
し
て
ワ
ビ
ル
と
ワ
ビ
シ
イ
と
い
う
、
全
く
別
々
の
意
義
範
疇
を
持
つ
二
語
に
な
り
お
お
せ
た
。
　
か
か
る
分
離
は
ワ
ブ
が
外
向
き
の
行
動
性
の
表
現
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
時
に
そ
の
運
命
を
辿
り
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
ワ
ビ
系
語
彙
は
本
来
は
自
分
自
身
が
つ
ら
い
、
困
惑
す
る
と
い
う
、
自
分
自
身
だ
け
の
内
面
性
の
意
義
範
疇
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
つ
ら
さ
や
困
惑
が
内
包
す
る
い
わ
ば
解
放
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
そ
の
意
義
範
疇
を
外
向
き
に
ひ
ろ
げ
、
二
次
的
な
行
為
と
し
て
の
嘆
願
を
生
じ
る
。
並
行
・
土
偏
存
の
時
期
を
経
て
、
い
わ
ば
母
屋
の
内
向
性
。
心
情
性
範
疇
は
、
庇
を
貸
し
た
外
向
性
、
行
動
性
範
疇
に
す
べ
て
を
譲
り
渡
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。
謝
罪
と
は
外
向
性
動
作
性
の
意
義
素
で
あ
り
現
代
語
の
ワ
ビ
ル
は
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ワ
ビ
系
語
彙
が
動
作
性
を
強
め
て
ゆ
く
過
程
で
形
容
詞
形
ワ
ビ
シ
は
心
情
性
の
表
現
と
し
て
つ
ら
さ
の
原
因
や
対
象
が
次
第
に
ぼ
や
け
て
ゆ
き
、
や
る
せ
な
い
気
分
だ
け
を
表
現
す
る
語
と
し
て
現
今
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
語
も
又
本
来
の
語
義
の
中
核
に
あ
っ
た
、
つ
ら
い
心
情
・
困
却
し
て
苦
し
む
心
情
を
捨
て
、
よ
り
主
情
性
を
持
っ
た
も
の
に
変
容
し
た
の
で
あ
る
。　
内
向
性
の
意
義
範
疇
を
持
っ
て
い
た
語
群
が
そ
の
内
面
性
、
心
情
性
を
捨
て
、
外
向
き
の
動
作
性
の
表
現
を
含
み
こ
も
う
と
す
る
時
、
意
義
範
疇
は
必
然
的
に
変
容
す
る
。
内
向
き
か
ら
外
向
き
へ
。
こ
れ
は
語
義
と
い
う
も
の
が
一
つ
ま
り
は
言
語
と
い
う
も
の
が
持
っ
て
い
る
必
然
の
運
命
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
と
ば
は
人
間
の
内
面
か
ら
生
じ
る
。
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
と
ば
は
語
ら
れ
、
外
向
き
に
な
り
、
そ
し
て
き
わ
め
て
正
確
に
規
定
・
限
定
さ
れ
た
意
義
範
疇
に
押
し
こ
め
ら
れ
、
み
す
ぼ
ら
し
く
変
容
す
る
。
人
間
が
つ
ら
い
め
に
あ
っ
て
一
ど
ん
な
人
間
で
も
つ
ら
い
め
に
あ
わ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
一
つ
ら
い
と
感
じ
、
な
す
術
も
な
く
嘆
く
ゆ
た
か
な
表
現
は
、
何
や
ら
無
責
任
な
無
根
拠
の
気
分
の
表
現
と
他
へ
の
謝
罪
と
い
う
味
気
な
い
表
現
と
に
分
離
し
て
今
を
生
き
て
い
る
。
ワ
ビ
系
語
彙
の
意
義
範
疇
の
変
容
を
追
っ
て
撫
養
た
る
想
い
を
禁
じ
得
な
い
。
（
注
）
－
、
調
査
の
底
本
に
は
、
日
本
古
典
文
学
，
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
を
用
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
2
、
大
漢
和
辞
典
（
諸
橋
轍
次
）
巻
一
、
5
ぺ
「
陀
」
の
項
、
0
ぺ
「
佗
」
の
項
を
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0
今
昔
物
語
集
の
「
佗
」
　
「
佗
」
　
（
山
口
）
　
「
現
代
中
国
語
」
の
部
分
を
省
い
て
記
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
俺
タ
　
①
ほ
こ
る
②
志
を
失
ふ
さ
ま
、
立
ち
も
と
ほ
る
さ
ま
、
一
塁
わ
び
る
、
心
苦
　
　
　
　
し
く
思
ふ
、
閑
居
す
る
。
　
佗
タ
8
①
ほ
か
、
他
②
や
す
ら
か
③
よ
こ
し
ま
④
う
る
は
し
い
⑤
負
ふ
、
に
な
ふ
⑥
　
　
　
　
助
字
⑦
と
ど
ま
る
、
た
つ
⑧
姓
、
口
く
は
へ
る
、
日
ひ
く
、
か
う
む
る
、
　
　
　
　
四
物
の
さ
ま
、
佗
佗
、
一
気
①
わ
び
し
い
、
憂
へ
に
沈
む
、
心
が
楽
し
ま
　
　
　
　
ぬ
、
　
「
俺
」
の
字
の
誤
用
②
わ
び
る
、
罪
を
謝
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
、
発
音
は
、
儲
。
需
監
、
佗
ε
α
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
和
音
で
は
、
タ
と
な
　
る
。
3
、
大
系
本
四
、
4
1
ぺ
「
諸
本
解
説
」
の
項
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
巻
十
一
も
流
布
　
本
に
よ
っ
て
配
さ
れ
て
い
る
。
4
、
大
系
本
四
、
4
1
ぺ
巻
二
十
・
中
田
の
注
記
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
ユ
5
、
古
本
系
統
本
文
に
あ
ら
わ
れ
る
「
佗
」
二
例
の
う
ち
、
一
例
は
「
恋
ヒ
佗
ブ
ト
云
　
ド
モ
」
　
（
一
九
一
5
）
で
大
系
本
頭
注
に
よ
れ
ば
、
流
布
本
系
統
の
東
大
本
乙
、
内
閣
文
庫
本
A
、
B
の
三
本
は
、
　
「
陀
」
字
に
作
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他
の
一
例
　
は
、
　
「
何
許
カ
バ
佗
シ
ク
悲
シ
ク
落
馬
ケ
ム
」
　
（
一
九
1
9
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
　
は
異
同
が
な
い
如
く
で
あ
る
。
頭
注
に
よ
れ
ば
「
正
字
は
『
陀
』
と
あ
る
の
み
で
、
校
異
の
欄
に
も
記
述
が
な
い
。
尚
、
巻
一
九
第
五
語
は
典
拠
未
詳
で
あ
る
が
、
梅
沢
本
古
本
説
話
集
と
同
文
的
な
同
話
で
あ
る
。
第
九
語
も
同
じ
く
典
拠
未
詳
で
あ
る
　
が
、
同
系
の
話
を
、
の
ち
選
集
抄
第
六
⑩
が
ひ
き
つ
い
で
い
る
。
6
、
大
系
本
頭
注
（
三
、
6
2
ぺ
⑮
）
に
よ
れ
ば
、
東
大
本
書
の
「
佗
ヒ
事
」
を
除
き
、
諸
本
す
べ
て
こ
の
表
記
で
あ
る
と
い
う
。
7
、
例
え
ば
、
日
本
国
語
大
辞
典
（
小
学
館
）
に
は
「
わ
び
し
・
む
」
　
（
他
マ
下
二
）
を
独
立
の
項
目
と
し
て
あ
げ
、
山
家
集
上
、
発
心
集
三
、
宇
治
拾
遺
物
語
一
四
一
一
　
一
の
用
例
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
用
例
は
、
今
昔
物
語
集
の
当
該
用
例
と
同
文
的
同
話
の
例
で
あ
る
。
8
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
お
い
て
は
㈲
例
の
「
令
俺
テ
後
一
こ
に
つ
い
て
「
無
礼
　
を
謝
ら
せ
て
後
に
」
と
注
記
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
後
の
表
現
性
を
く
み
こ
＝
二
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
　
ま
れ
た
意
訳
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
使
役
形
を
用
い
た
こ
の
㈲
例
は
と
り
わ
け
「
謝
　
罪
」
の
意
義
素
が
あ
る
か
に
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
な
お
「
十
分
に
苦
し
め
て
　
後
に
」
と
「
俺
ブ
」
は
あ
く
ま
で
も
巳
分
自
身
の
苦
し
み
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
　
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
9
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
（
三
省
堂
・
昭
和
四
十
二
年
）
に
よ
れ
ば
「
住
吉
　
神
代
記
」
に
「
人
民
俺
際
（
わ
び
ヌ
）
」
の
例
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
未
見
で
あ
る
。
1
0
、
又
、
　
〔
楚
辞
九
章
惜
請
〕
に
も
、
　
「
心
轡
邑
余
姥
際
号
」
と
あ
り
、
　
「
注
」
に
、
　
俺
、
猶
堂
堂
立
貌
也
、
際
住
也
、
楚
人
謂
失
志
恨
然
住
立
、
爲
俺
傑
也
」
と
あ
り
、
　
〔
播
尼
、
西
道
賦
〕
に
、
馬
佗
際
於
瞼
塗
と
あ
る
。
　
（
大
漢
和
辞
典
、
巻
一
、
窃
　
ぺ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ビ
ワ
フ
ー
1
、
時
代
は
下
る
が
、
色
葉
字
類
抄
に
「
俺
際
貧
賎
ト
タ
ク
サ
イ
」
　
（
黒
川
本
、
タ
畳
字
、
中
一
〇
オ
⑤
）
と
あ
る
。
1
2
、
万
葉
集
中
の
計
一
六
例
は
か
な
り
偏
在
す
る
。
以
下
、
歌
番
号
を
も
っ
て
表
示
す
　
る
。，
副
／
倦
－
ワ
ブ
ワ
　
ビ
　
ス
ワ
ビ
ヲ
ル
コ
ヒ
ワ
ブ
オ
モ
ヒ
ワ
ブ
ワ
ビ
ナ
キ
ス
ワ
　
ビ
　
シ
ワ
ビ
シ
ミ
ス
計
4
　
ワ
コ
75
V5
446186466416
6
10ウ臼
4
F
O
F
O
1
1
↓
9
臼
9
臼
2
1134261
124
n
b
O
り
噌
⊥
0
1
↓
り
O
n
δ
783126304
1578
Q
ソ
9
臼
P
O
7
7
●
3
0
0
2
1797391
計5111421116
一
四
1
3
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
に
「
わ
ぶ
る
」
の
項
で
こ
の
例
を
ひ
き
、
　
「
他
に
　
用
例
が
な
い
の
で
確
か
で
は
な
い
が
下
二
段
活
用
と
み
ら
れ
る
」
と
あ
る
。
な
お
大
系
本
の
頭
注
に
お
い
て
「
ワ
ブ
レ
は
珍
し
い
例
で
あ
る
が
、
上
二
段
活
用
の
動
詞
」
　
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
五
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
